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1. 第 10 回施工技術委員会 意見に対する対応 

1.1  

「第 10回浅川ダム施工技術委員会」は、平成 28年 2月 16日（火） 浅川ダム建設工事現場及び長野市立三輪公民館において開催され、現地調査及び会議が行われた。 

 

表 1.1.1 第 10 回施工技術委員会 意見に対する対応 

 

区 分 項 目 

第 10回施工委員会での意見 

（平成 28年 2月 16日（火）） 

 

今回の対応 

 

第 10回資料 

掲載ページ 

掲載ページ 

1. 資料に関すること 

全体工程 

施工業者の当初計画工程から、2 年遅れた理由を明記すること。 

P3 

・残土処分場の追加確保や環境保全対策に時間を要したが、

適宜工程の見直しを図り、事業工程内に完成させた。 

・事業工程表に遅延理由を記載した。 

P3 

試験湛水 

試験湛水期間が短いと、揚圧力、漏水量等の有効な計測データが得られない恐れが

ある。中間水位での保持水位を設定する等行い、保持水位時の計測データを確認す

るべきである。 

P82～P85 

・新たに中間水位を EL.550mに設定し、貯水位上昇時、下

降時とも 3日貯水位を保持し、計測データの確認を行い、

堤体挙動に変状は認められなかった。 

P5～ 

水位の下降速度を適切に設定し、地すべりブロック等斜面の安定性を損なわないよ

うに注意すること。 

P82～P85 

・水位低下速度は、1m/日とした。ただし、低下時には堤体

および貯水池の観測を入念に行い、必要に応じて水位低下

速度を緩めるなどの対応を図り、慎重に進めて行くものと

した。 

貯水池の監視は降雪の影響を考慮する。測量用定点の設置を検討すること。水位計・

傾斜計の計器の降雪による変動傾向を事前に把握しておくことが必要である。 

P86～P95 

・巡視や他の計測機器と同様の監視体制を行うため、GPS

を設置することとした。降雪時にこれまでの計測は除雪等

により、特に問題なく行われていたため、これに準じた対

応を行うこととした。 

地すべり対策工事も実施しており、通常のダム以上の観測体制が必要である。 

P96～P101 

・通常時の巡視・観測体制は 2回/日とした。 
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2. 工程 

2.1 全体工程 

全体工程を表 2.1.1に示す。主要工種における当初計画の工程（青色着色）を併記した。 

表 2.1.1 浅川ダム建設工事 全体工程表 
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表 2.1.2 浅川ダム事業工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅川ダム（長野県）

浅川ダム（長野県）浅川ダム（長野県）

浅川ダム（長野県）　アローダイアグラム

　アローダイアグラム　アローダイアグラム

　アローダイアグラム

浅川ダム全体工程 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度
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転流工・閉塞工

基礎掘削工

法面保護工

土捨場工

基礎処理工

（グラウト）

堤体工

雑工事・閉塞工

仮設工

 

債務留保分

放流設備

流木捕捉工

試験湛水設備

　

ダム管理用

制御設備

電気設備

  

管理用建物

諸設備

管理用道路工

押さえ盛土

頭部排土工

横ボーリング(L-5,6)

鋼管杭工(L-5)

鋼管杭工(R-1)

鋼管杭工(R-2)

鋼管杭工(L-6)

鋼管杭工(L-2)

道路補償工事

地

す

べ

り

対

策

工

補
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工

事

工　　　種
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建

設
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理

設

備

完成

210

211

312
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142
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171

170

172

173

300

301

304

310

320

144

177

143

158

176

325
32

321

342
340

176

116

145

157

174 175

333

341
343

152

115

114

102

112
111110

155

154

303

332

404

302

301

344

323

327

336

ＣＳＧ工法

母材仮置き・試験施工

401
403

切土、法面保護工

405

水位観測設備他

設計

光ケーブル配管・布設

光伝送装置 製作

設計

光ケーブル配管

据付・調整・単体試験・総合試験

計測機器・警報設備等製作（ダム管理用

据付・調整・単体試験

据付・調整・単体試験・総合試験

機器製作（電気

EV製作

周辺整備工

警報車

EV据付

植栽・舗装

照明・計測装置

再覆工

ダムサイト法面保護工

天端橋梁

1

仮締切工

減勢工

5ヶ月

左右岸

3ヶ月

公告・入札

・契約

積算設計

河床部

横

36

岩盤面処理

カーテングラウチング

コンソリデーショングラウチング

130 13

打設

濁水処理設備・

動力設備等設置

濁水処理設備撤去

コンクリート製造・

骨材貯蔵設備設置

濁水処理設備運転・電力設備運転

121

残土処理場整備工

156

造成アバット

打設

161

162

河川取付

164 165

163

放流設備制作据付

166
167

仮締切堤撤去

168

169

流木止め

頭部排土工

177

撤去

2ヶ月

堤体・打設

311

6ヶ月

設計精査

設計

機器製作（無線・警報・観測・

CCTV設備）

CSG 流路 魚道

11

153

205

204

427

鋼管杭

426

132
133

建設発生土処分場

整備工

424 425

横ボーリング

421

鋼管杭

420

419

鋼管杭

418

435

鋼管杭

434

ダム管理所・

倉庫建築

334

31

契約

410

411

CSG地すべり対策工

415

鋼管杭

414

416 417

429

鋼管杭

428

その他設備

流木補足工

203202

工場製作

337

その他設備

426

永原橋架替え

425

346
345

100

準

10

ＣＳＧ材料試験

409

408

423
422

製作 据付

試

試試

試

験

験験

験

堪

堪堪

堪

水

水水

水

158

159

349 350

347 348

206

207

182 183

舗装復旧工

178 179

180 181

天端保護工

諸設備工

転落防止柵工

試験湛水ゲート操作

付替市道・橋梁

427

42

181

180

仮排水TN閉塞

天端高欄

仮排水TN内グラウ

流路工・魚道

法面補強

残土処理流路工

調査・設計・試験

用地・保安林・埋文関係

積算・契約手続

工　事

(

((

(１０

１０１０

１０/

//

/１１

１１１１

１１

～

～～

～2

22

2/

//

/17
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17）

））

）

残土処理場の追加確保に約1年半

の時間を要した。

CSG地すべり対策工及び頭部排土

工の完成の遅れにより、試験湛水

の実施が2年遅れた。

希少動植物の保全対策として、

約４ヶ月間、作業を中止した。
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2.2 満水時の状況 
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撮影日:平成 29年 1月 4日 



5 

3. 試験湛水の経過報告 

3.1 試験湛水実施条件 

浅川ダムの試験湛水は、貯水位の上昇・下降速度、保持水位、保持日数等は表 3.1.1に示す条件に基づき実施した。 

 

 

表 3.1.1 試験湛水条件 

項 目 
条 件 備  考 

貯水位の 

上昇・下降の範囲 

上昇範囲：サーチャージ水位（EL.562.1m） 

下降範囲：常用洪水吐き敷高（EL.520.0m） 

 

貯水位の 

上昇・下降の速度 

上昇速度  ：1m/日以下（水位低下設備の放流能力で対応出来る範囲で実施） 

 

下降速度

※

1

：1m/日以下 

 

貯留開始日 平成 28年 10月 1日(予定) → 平成 28年 10月 11日(実績) 

 

保持水位と 

保持日数 

・ 水位上昇時：中間水位 EL.550mで 3日 

 

・ サーチャージ水位で 1日間（24時間）貯水位 

・ 水位下降時：中間水位 EL.550mで 3日 

放 流 量 

(下流の水利条件） 

・ ダム直下必要流量の 0.11m

3

/sと流入量のいずれかの小さい流量 

 

水位低下設備諸元 

・ バルブ径：φ450mm，放流管径：φ800mm 

・ 呑口管中心標高：EL.523.0m 

 

 

 

※

1)  

サーチャージ水位到達後は、試験湛水実施要領に従い 1m／日以下で水位を低下させるが、試験湛水時は堤体および貯水池の観測を入念に行い、必要に応じて水位低下速度

を緩めるなどの対応を図り、慎重に進めた。 

前回報告から変更した箇所 



6 

 

3.2 試験湛水の経過 

当初の試験湛水計画では、試験湛水開始を平成 28年 10月 1日に予定していたが、試験湛水直後に台風 18号の接近が予想されたことから、試験湛水開始を延期し、10月 11日に試験湛水を開始した。試験湛水開始後の貯

水位の状態は、表 3.2.2に示すとおり。 

 

 

表 3.2.2 試験湛水貯水位の経過 

日 付 貯水位 内 容 詳 細 

平成 28年 10月 11日 

EL.520.3m 

湛水開始（EL.520.0m 常用洪水吐き敷高） 試験湛水当日の 10月 11日に水位低下設備からの放流が可能となる EL.525.0mまで貯水位を上昇させた。 

平成 28年 11月 25日 

EL.550.0m 

水位上昇時中間水位 EL.550.0mに到達 

計画通り 1m/日の貯水位上昇速度を概ね確保し 10月 20日には EL.533.81mに至ったが、徐々に水位上昇速度を緩

め 0.3m/日～0.65m/日程度の水位上昇速度で 11月 25日に中間水位 EL.550.0mに到達。 

平成 28年 11月 27日 

EL.550.0m 

3日間水位保持後、水位上昇再開 中間水位 EL.550.0mでは貯水位を 11月 25日～27日の 3日間保持し、その後、再び貯水位上昇を開始。 

平成 29年 1月 3日 

EL.562.1m 

サーチャージ水位に到達 

最高水位のサーチャージ水位 EL.562.1m に近づくにつれ上昇速度は 0.1～0.2m/日程度とやや遅くなり、試験湛水

開始から 85日目の平成 29年 1月 3日にサーチャージ水位に到達。 

平成 29年 1月 4日 

EL.562.1m 

24時間以上水位保持後、水位低下開始 サーチャージ水位では 24時間以上を保持し、1月 4日の夕刻より最大 1m/日と制限して水位低下を開始。 

平成 29年 1月 18日 

EL.550.0m 

水位低下時中間水位 EL.550.0mに到達 平成 29年 1月 18日に水位低下時の中間水位 EL.550.0mに到達。 

平成 29年 1月 20日 

EL.550.0m 

3日間水位保持後、水位低下再開 1月 18日～20日の 3日間水位を保持して再び、貯水位低下を開始。 

平成 29年 2月 17日 

EL. 520.0m 

試験湛水終了（豊水流量通水水位 EL.520.5m に到

達） 

平成 29年 2月 17日に豊水流量通水水位 EL.520.5mに到達し、試験湛水を終了。 

 


